
の認識と知覚及び発話

一一近畿方言話者の場合 一一

トンセクア

子代美藤杉

子綾村奥

-
N
H
|
 

んど取入れられていない。とのため、話者は、乙とばをどのような

アクセントで言っているのか、例えば2拍語のアクセントは何種類

あるのかというような問いに対しては全く無自覚で、多くの人が答

えられない。

アクセントは方言によって異なるが、その中でもとりわけ、近畿

アクセントは長い歴史を持ち、平安時代からの歴史を辿るととがで

きるから重要な位置を占めている。とれを大学の国語学の講義中で

扱うとき、学ぶ側rc生粋の近畿方言話者が多い場合1<::は講義がよく

理解されそうなものであるが、そうはいかない。

とれは言語の持つ特徴の興味深い部分の一つであり、自己の左脳

に在る言語野で扱っているととばの働きを、自覚し、乙れを学習を

話しととばには、語音の特徴とアクセント等の韻律的特徴とが含

まれている。

例えば、「雨がやむ」という時、「アメガヤム」、または、(ame¥Ja司

jamu) という語音の特徴とともに、近畿方言ならば「アメガヤム」

というアクセントが加わる。アクセントは、話しととばの中で、意

味の伝達f<::役立ち、また、時には語音の不明瞭さを補っており、乙

の点でことばの伝達上重要な役割を果たしている。

しかし、アクセント、ととに方言アクセントは、教育の中にほと

めじIま
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通さずに説明するととは、できにくいものである。

筆者はアクセン トの持っとのような面に気づいて、新入生が、自

己の発話するアクセントをどのように理解し、これを分類する ζ と

ができるかについて、毎年何らかの形で確めてきた。

乙とに筆者の興味をひいたのは、筆者が長年問題としてきたoδ
型日、 つまり第1拍は低く始まって、第2拍で上昇し、後下降する

型についてである。近畿方言話者のうち、ζの型を自ら発話してい

るととを自覚している人は、稀である。

との事実は、過去の文献、例えば平安末期の『観智院本類衆名義

抄』、室町末期の『補宏、記』等に下降音調の記載のないとと等と関

連があるのではないかと疑って、近畿方言話者の、乙の型lζ関する

自覚の有無をひき出すべく種々試みてきた。
、-... -ーその結果、アメのアクセントが、イネ等のアクセントと異なる乙

とを始めに自覚できる人はまずいない。稀lとあっても、上級生の姉

から、または、たまたま高校時代に先生から学んだという特殊な例

であり、何らかの形で学習を経ていた。

調査を始めた10年ほど前には、下降音調は大学生の年令でも相当

よく保持されていた。しかし、現在では、乙の下降音調が失われる

傾向があり、発話の調査をも加える必要がでてきた。本人がとの型

の保持者であるか否かをも調べる必要があり、発話と知覚との関わ

りも問題とする必要がある。とのため、問題はやや複雑になってき

たが、方言アクセン トの保持されている今のうちに、。δ型の意識

に関する調査を行う ζとが改めて重要と思われた。

アクセント型発話の自覚ないし認識の調査を行い、とれと本人の

発話との関係、また、聞き取りによる型の知覚との関係、を研究する

ととは、言語の本質を知る上で何らかの手がかりになるように恩わ

れた。そとで、上記の型を中心として、近畿アクセントの4種の型

について、その認識と知覚及び発話の検討を行ってきた。

今回、よき協力者を得て、調査の一部をと ζ にまとめるととがで

きた。未整理の部分も多く、それについては逐次報告する予定であ

るが、一応の結果をと ζに報告するものである。

なお、とζではアクセントの型を音響的実験の結果に基づいて、
、¥

A型 (δ0→てう0[>)、B 型 (00→00[>)、 B' 型 (00→ 

oδ仁>)、C型 (00→00[>)、D 型 (δδ→δ0[>)とする。

2. 調査の対象とその方法

乙ζで扱う対象は、女子大の国文学科生34名である。条件を、本

人が大阪府下に生まれ育った者に限定した。

調査は、入学直後、次の方法で行った。

1. 方言に対する意識調査 (予備調査)

大阪方言話者である被験者の、大阪方言と東京方言(標準語)

lζ対する志向の調査である。

2. アクセントに対する認識調査

アクセントに関する 5つの質問を、それぞれ一つずつ一枚の紙

片に書いたものを用意し、一枚ずつ書かせては回収していった。

~ 
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3-1 方言に対する意識調査

この調査は、近畿方言話者である被験者が自分たちの方言IC対し

て、どのような意識を持っているか、とれについて行ったものであ

る。乙の結果をそれぞれの被験者のアクセント型の認識、知覚、発

話について考察する時の参考とした。

調査はアンケート形式で行った。 4つの質問事項について、それ

ぞれ4種類の答えを用意し、該当するものにO印を付けさせた。乙

のアンケートは、国立国語研究所、『大都市の言語生活J"における

アンケート調査に準じて作成したものである。

質問事項は、次の 4つである。

(1) あなたは、御自身の地域の方言についてどう思いますか。

(2) 現在、東京方言は標準語とされていますが、東京方言につい

てあなたはどう思いますか。

(3) あなたは、他人と話すとき、自分の方言が気になるほうです

か。

(4) あなたは、人前で話ができるほうですか。

(1)、(2)の質問は、近畿方言に対してまた標準語に対してどのよう

な印象を持ち、使用しているかを尋ねたものである。

結果は、答えによって、自分の方言を好んでいるか(方言志向)、

否か(反方言志向)の 2つに分けて表1に示した。

調識意3. その 1、アクセントとは何か。

その 2、ζれまで、アクセントに関する教育を受けたζとがあ

るかどうか、また、 それはどのようなものか。

その 3、 自分自身のアクセン ト型についての自覚の有無。ま

た、型の種類を分類し、表示できるか否か。 ζれについて

は、後にのべるように 3段階の質問を用意し、実施した。

3. 知覚実験

自然音声と合成音声の 2種類のアクセント型の知覚実験を行っ

た。

その 1、何の説明をも行わずに、 明瞭な発話による近畿方言

(女性話者)の、 4種の型の単語を2個ずつ各5回、 合計40

個の音声を乱数配列し、編集した録音テープを聞かせた。そ

して、アクセントの区別を、ととばでも記号でもよいとして

記述させた。

その2、電子計算機を用いて作成した合成音声によるoδ型と

00型の識別実験を行った。

4. アクセントの発話

2拍語第5類を中心とした単語68個及びその単語を使った単文

のリス トを用意し、被験者本人の発話を収録した。とれによって

被験者のアクセン ト型を調べた。
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た答えを避ける傾向にあった。しかし、共通語lζ対する印象(質問

(1)、(2))と、発話者自身の好み(質問(3)、(4))との 2点IC分けて結

果を見ると、共通語は、日常、 TV等でよく聞かれるためか、その

印象は悪くないが、方言話者自身にとっては、親しみにくく 、進ん

で使いたいとは恩わないという傾向がある。

(3)、(4)の質問は、被験者の発話時における意識を調査したもので

ある。 (3)の質問IC対して、「自分の方言が気にならない」という答

えが27名 (90%)を占め、また(4)の質問に対しては20名 (66.75ぢ)

が「人前で話ができる」と答えた。乙の 2つの質問から、近畿方言

話者は自分の方言に対して、いわゆる方言コンプレックスのような

ものはなく、逆IC近畿方言を自分自身の方言として肯定的な傾向に

あるととがうかがえる。

以上のように、4つの質問を通して、被験者は、近畿方言を好む

傾向にあり、方言擁護の意識が強いと言う乙とができょう。

(表内の数字は人数)

3討方 言志向 どとちも ら 反 方 言志向

l 1軽 快 14 15 1 重苦しい

近 2きれい 4 19 7 きfこTよし、

畿
3好 き 23 6 1 きらし、

方

言 4よく使う 25 2 3 あまり使わない

2 1重苦しい 5 14 11 軽 快

東 2開きにくい 8 11 11 間きやすい

尽
3親しみにくい 19 10 親しみやすい

方

言 4使いたいと恩わない 10 19 1 使いたいと思う

方言iζ対する意識調査表 l

どちらとも

次にはこの被験者が、自分自身の持つアクセントをどのように捉

え、それらをどう知覚し、発話しているか、乙れをのべよう。

3-2 アクセントに対する認識調査

乙の調査は、大学でアクセントに関する教育を全く受けていない

新入生という条件の下で、被験者がアクセントに関してどの程度の

32 

反方言志向

16.33 

方言志向

51.67 

~I 
% I 

表 1のlについてみると、方言に対する印象について質問 1、2

は、「どちらともJという解答が多くなってしまったが、「軽快」と

いう印象が14名 (46.7%)におよんでいる。また、発話者が自分自

身の方言をどのように考え使っているかについての質問3、4の答

えを見ると、いずれも約8害IJが自分たちの方言を好み、日常の会話

でよく使っていると答えている。乙の結果は、本人の発話の上に影

響をおよぼすものと考えられる。

表1の2について見ると、いずれの項目においても、はっき りし

Osaka Shoin Women's University Repository



認識を持っているかについて調べた。

調査は次の方法で行った。 アクセントlζ関する 5つの質問を用意

し、 1枚の紙にそれぞれ一つの質問を書いたものを次々に配り、答

えを求めた。質問の内容は次のとおりである。

1. アクセント とは何ですか。

2. アクセント について学んだζ とがありますか。

3. かな2字の単語、例えば「うめ」その他lζ何種類のアクセン

トがありますか。また、それはどんなアクセントですか。

4. 下記の単語のアクセン トを、ととば、記号等で説明し、乙れ

らが何種類lζ分類されるか分けてみて下さい。

風、歌、板、汗、犬、竹、糸、音、声、色

5. 下記の単語を4と同様に示して下さい。

飴、型、息、箸、雨、鼻、橋、垢、肩、赤、花、端

1、2の質問は、アクセントをどう捉えているか、今までにどの

程度のアクセント教育を受けているかを知るための調査である。

3、4、5は、京阪式のアクセントの話者であり、4種類の型を持

つ被験者が、アクセン トの型をどの程度認識しているかを調べるた

めのものである。

1の質問に対する解答の結果は次の通りである。

本人の発話は高低で行われている3)にもかかわらず、 高低と答えた

者はわずかに 9名、全体の 3割lζ満たない。それに対して、全体の

5割近くが強弱という答えを出している。 とれには、2の質問に対

する答えが関係している。

2の質問IC対する答えは次の通りである。

|英語の時間|教科書|音楽の時間|クラブの時間

8 I 4 I 2 I 
しな~I 

人数 |

c') 

2 

今までにアクセントについて学んだととがないと答えた者が半数を

占め、次IC多いのが英語におけるアクセント教育であった。「英語J

と答えた 8名の、 1の解答の内訳は、「強弱J5名、「抑揚J2名、

「高低J1名である。 1の質問において「強弱Jという解答が多か

ったのは、英語のアクセントが強弱として教えられているために、

日本語のアクセントもまた、強弱として認識されていたと考えられ

る。

1の解答において「高低」、もしくは「方言」というように日本

語と結び付いた答えを出した者12名のうち、2で「なし」と答えた

者は 8名で(残り 4名は、「放送クラブJ1名、「音楽J1名、「教

科書J1名、「英語J1名)、特に何らかの教育がない場合は、多く

が英語と切り放してアクセントを考えた場合にのみ日本語アクセン

トに関連する答えが出ている。

以上のように、アクセントlζ対する認識は暖妹で、本人が自分自

16 

= 
じコ

3 

0.9 

方揚

5 

1.6 

抑低

9 

2.8 

i高~~ 

15 

4.7 

強~\ 
人数|
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7k竺三 質問 5

3 (名三j
質問1、2でアクセントについての認識が暖昧であったにもかかわ

らず、ととでは3つの質問を通して、5-6*tlの被験者が3種類の

型 (δ0型、 0ぢ型、 δぢ型)の存在に気付いている。乙れは、具

体的にいくつかの単語をあげたととによって実際の発話と結び付い

たためと考えられる。調査用紙につけられたアクセントマークや説

明からは、アクセン トを高低変化でとらえて型を分類していると見

られる被験者が半数におよんでいる。

型別lζ結果を見ると、δO型と0δ型は認識されやすいととがわ

かる。 2種類の型の存在IC気付いた被験者のうちの 1名を除く全員

が、 δ0型と00型を示している。つまり、2種類か3種類かのち

がいは、δて7型lζ気付いているか否かによって分かれる。 δδ型

は、乙れまでに行ってきた知覚実験の結果でも、δ0型や00型に

比べて判断にゆれがあり、型の識別がされにくい傾向にある。今回

の結果ともあわせて、今後検討してし、かなければならない問題点の

一つである。

次に質問3からl煩lζ結果を見ていくととにする。

18 類種3 

質問 4質問 3

11 

身の発話と結び付けて認識する ζ とは、容易でなく、多くの場合、

英語教育との結び付きにおいて認識していると考えられる。

次lζ、3、4、5の質問について結果を見る。とれは、アクセン

トの型の認識についての調査である。

結果のうち、重要な点は、3、4、5の質問を通して京阪式アク

セント第5類の下降音調を伴うアクセント、 B型に気付いた被験者

は1名もいなかったという ζ とである。 ζれは、興味深い結果であ

る。なぜならば、後の発話の収録において被験者32名中20名が、本

人の発話においてはB型を保持していることが、明らかになったか

らである。

類種2 

l
l
N
m
H
l
l
 

乙れについては、 2つの理由が考えられる。まず、先に行った

1、2の調査結果からもうかがえるように、被験者は自己の発話と

の関連において、 乙れを考えるととができにくいという乙とであ

る。 アクセントの認識が暖昧であるととが、乙乙でも見られる。他

の一つは、第5類2拍目の下降音調が語の意味の弁別とは無関係で
、¥

あるという ζとである。近畿方言話者にとって、/ame/は「アメ」

と発話されても、「アメ」と発話されても「雨」と理解できるもの

である。従って、被験者は純粋に高さの時間的変化のみでとの型を

みとめなければならないが、日常、我々はアクセントを、その単語

の持つ意味との結び付きによって区別し使っているために、この型

は認識されにくい。以上2点が、B型の調査の上lζ表われて乙なか

った理由として考えられる。

次lζ、他の 3種類の型に関する結果は次のとおりである。
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た。被験者が全てのアクセント型について、自己の発話と結び付け

て考えられるようにするためである。

3の質問では、全くアクセン ト型のわからなかった被験者のうち

2名が2種類のアクセン ト型lζ気付いた。また、2種類のアクセン

ト型にしか気付かなかった被験者のうち3名が、乙乙では3種類を

示した。しかし、逆にとちらから示した単語のアクセント型をまち

がえたために、と乙では 2種類になってしまった者が2名あり (こ

の2名は、第一類δδ型をまちがえた)、また質問の意味を取り違

えたために型の区別ができなくなってしまった被験者が2名いた。

5の質問では、同じ語音構成でアクセン トによって意味の異なる

単語を12個示した。それらの単語lζ類別lζ表 2IC示した。被験者に

3の質問では、単に 2拍語の単語にいくつの型があるかを尋ね、

例lとあげた単語は2拍語の意味を知らせるための 1語「うめ」であ

った。しかし、すでに乙乙で18名の被験者が3種類の型に気付き、

それらの型を各の方法で示している。

被験者は、自分でいくつかの単語を調査用紙IL書き出し、型を見

つけ出している。方法としては、同じ語音構成でアクセントによっ

て意味の異なるものをあげている場合、例えば「橋、答、端Ji雲、

蜘妹」等、また四季 「春、夏、秋、冬」をあげている場合が多く見

られる。

1
1
何
的
同

1
1

アクセントに対する認識調査一5に用いた単語

類 別 型 所 属 単 語

第 1 類 | δδ |鉛、 端、 鼻

第 2 類
て)0

型、 橋

第 3 類 垢 花、

第 4 類 I00 肩、 箸、 息

第 5 類|。δ |雨、 赤

表 2

また、 2拍語の各拍のどちらか、つまり前にアクセントがある

か、後lとあるかという考え方で型の種類を見つけ出している場合も

多く、乙の結果、ほとんどの被験者が最低2種類のアクセント型を

示すととになった。

4の質問では、調査者側カ3ら、各型lζ 対応する単語を10個示し

第

語

竹

コ包
日

単

風

歌

型

初
一∞一∞一∞¥∞

別

類

類2 

類

第

意味との関連において単語lζ対応をつけさせて、一層アクセン ト型

の種類を見つけ出し易くするためである。

色

糸

色

犬

板

汗

類

類

類

3 

4 

5 

第

第

第
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もしくは00型)、 「飴J(δぢ型)である。それぞれ12回の発話を

収録した。それらについて音声資料をスペクトログラフを用いて音

響的に分析した。あらかじめ知覚実験を行い、ζれらの音声資料か

ら各アクセント型につき 2種類を選んだ。 ζれを用いて各音声につ

き5回、合計40個の音声をランダム配列した知覚実験用録音テープ

を作成した。(図 1) 

乙れを被験者に聞かせて、アクセント型の判定を行わせた。被験

者は、アクセン ト型の知覚実験を一度も経験した乙とがない。また

実験を行う時も、アクセントの型については何の説明も加えていな

被験者は各の方法で「アメ」と警かれた文字の上にアクセント型

を表記した。従って、示されたアクセントマークは様々である。多

く見られたマークは、アクセントの位置に線を付ける、また曲線で

高低を表わすものである。 ζれらは、アクセントを高低で表わして

いる。また、英語におけるアクセントの7 ークを使っている者も多

く見られた。つまり00型はアメ、00型はアメ、 00型はアメの

ように示す。先に報告した認識調査で、アクセントを強弱で捉えて

いる被験者が多かったが、その傾向は知覚実験においても見られ

fこ。

実験の結果は、次のようであった。

まず、乙の自然音声の知覚実験において、B型を知覚したと見ら

れる被験者は2名であった。一人は、B型を あ と示し、 C型を

。oと示して B型の下降音調を表わした。 他の一人は、 B型を

ととで、 3の質問で3種類のアクセント型を見い出しながら、 4

の調査で2種類になっていた被験者2名が、単語lζ対応、をつける乙

とによって3種類の型を区別した。また、 4の調査でアクセントを

見い出せなかった 3名が2種類のアクセント型を区別した。同じ語

音構成の単語を示す乙とによって、より一層アクセント型と意味と

の関連が明らかとなり、型の区別が行い易くなったと恩われる。

以上、 3、4、5の調査を通してみると、3つの調査のうちで l

回でも 3種類の型に気付いた被験者は21名 (65.6%)、2種類の型

に気付いた被験者は11名 (34.4%)となり、全員が何らかの形で型

の区別を行った。

アクセント型の認識は、 実際の発話と結び付き、また単語の持つ

意味との関連において考えた時認識され易くなる。しかし、第5類

00型は認識されない。また第一類00型も認識されにくい傾向に

ある。

験

4-1、自然音声による近畿方言4つの型の知覚実験

実験は、次のような方法で行った。

まず、大阪府下生まれ育ちで、第5類2拍目の下降音調を含めて

4つのアクセント型を持つ発話者の自然な発話を収録した。収録し

た資料の中には、 /ame/の語音構成で 4つのアクセント型に相当

するリストが組み込まれている。「天J(δ0型)、「雨J(0δ型、

実覚知
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図l 知覚実験に用いた近畿方言4つのアクセント型(自然音声ー話者S.Sによる)
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正答率の高かった 9名の被験者lζ共通して言えるととは、先lζ行

った認識調査におけるアクセントの型の認識において、いずれの被

験者も 3種類の型の存在に気付いており、1名を除く全員が各の型

に所属する単語のアクセント型を正しく表示しているというととで

ある。つま り、アクセント型の認識がはっきりとしている被験者で

ある。

逆IC、正答率が50%以下であった 7名についてみると、いずれの

被験者も各単語のアクセン ト型の区別ができていない。

当然のととながらアクセント型の知覚には、アクセントの認識の

有無が関連を持つ。

次には、アクセン トの型別に、聞とえのゆれの程度を見ていく。

結果は表3に示した。最も正聴率の高かった型はA型で81.5%、

ついでB型及びC型で73.5%であった。 D型は、60.1%と正聴率が

低い。D型は認識調査においても、認識されにくい傾向にある型と

D型

D 

12.8 

60.1 

自然音声によるアクセント型の知覚(縦軸はもとの型、

横軸は聴取した型を示す。表内数字は率を示す)

~I 
27.1 

B、C型

19.6 

73.5 

6.9 

型

15.3 

3.2 

81.5 

A 

型

B、C型

型

表3

A 

i_}ヘ」と示し、C型を iJ、」と示し両者を区別した。
ー一 、¥

知覚実験用録音テープの中には、明瞭な00型と00型の音声が
、¥

組み込まれていたが、それにもかかわらず、他の被験者は00型の

下降音調を知覚するととができなかった。

乙の実験の前lζ行った認識調査においてもB型は認められていな

い。また、実験時にも何らアクセントの型についての知識を与えて

いないために被験者はB型の存在に気づいていない。実際lと音声を

聞かされても、下降音調は知覚されなかった。

B型は、認識されにくい型であると同時に知覚においても、識別

されにくい型であるととが確められた。先lζ述べたように、近年、

若年層においてB型が失われる傾向にあり、同時にB型と C型とが

音韻論的な区別を持たなくなった乙とが、理由として考えられる。
、、、 ーー

そとで、次lζ、00型lζ関しては00型と知覚されても、乙の場

合一応許容して正しいとするという判断のもとに、「天Ji雨Ji飴」

の型区別について正答率を見た。

全体的には、平均正答率72.2%であり、よく聞き分けている。し

かし、標準偏差値が26.18であり、聞とえに個人差のある ζ とがわ

かる。被験者32名中、1個のまちがいもなく型を識別した者は9名

あった。逆lζ正答率が50%以下であった者は7名。つまり、聞とえ

の正確度の非常に高い者と、 低い者がそれぞれ全体の 2 - 3 ~Jずつ

いるととになる。乙れまでに行われてきた知覚実験においても、聞

とえには個人差があるという報告を行った引が今回も同様の結果が

見られた。
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(96) 率予言す~I

B型/C型の議別
(%) 

lI¥ 1凹

積 80

分 60

布 40

20 

(%) 
累 1∞
駿 80

分 60

羽j 40 

20 

l
l
h目

的
円

l
l

o 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.:. 4 
種別の制度 (σ)

o 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 
.B~の精度 {σ}

アクセント識別能力の各方言別による累積分布 ・大阪、

・東京、口岡山、+長崎、企米沢、ム福井の各高校生(た

だしO印は大阪の音楽専攻の大学生)的

(%) 
!!"l伺

積 80

分 60

哨740

20 

o 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 
怠g'Jの精度 (σ}

図2

いう結果が出ており、興味深い。乙れらの結果を考えるために、そ

れらの型がどの型と聞き誤まられたのかを見ることにする。

上記は、誤まって判断された型の全体における率を示したもので

ある。 乙れをみると、 A型が最も多く 46.72jぢ、ついでC型28.12

%、D型10.11%の)1民になっている。つまり、被験者は、聞かされ

た音声について、 A型アクセントの音声のみならず、他の型の音声

をもA型と聞く傾向にあるととがわかる。逆にD型は、その区別が

されにくいだけでなく、被験者の型判断において意識されない傾向

にある型といえる。

アクセント型の判断は、その認識の場合と同様に、各拍のどちら

かにアクセントを聞く場合が多く、その時、より多く前の拍lとアク

セントを聞く傾向にあると言えよう。

図2は、 アクセント型の知覚の方言差を示したものであるヘ乙

れを見るとA型/B型の識別、 C型/D型の識別において、他地域

の被験者に比べて格段に識別能力の高かった大阪の被験者が、 D型

/A型の識別においては、岡山とあまり変わらない結果になってい

4 6. 7 2 

2 8. 1 2 

1 O. 1 1 

型

型

型

A 

C 

D 

(%) 

聾~ 1叩

鞘 80

分 60

覗i
40 

20 
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断させた。結果は、判断のゆれ幅を出すζとによって、識別能力を

判定した。

図4は、縦軸に判断のゆれ (σ一りをとり、横軸lζは判断境界 (μ)

をとって分布を示した。とれを見ると、判断の境界はほぼ4から6

のせまい範囲lと分布しているが、判断のゆれ幅は広く判断の能力に

は個人差の大きいことがわかる。

δ0型、0δ型、δδ型の聞き分けの場合は、各型が近畿方言話

者にとっては音韻論的型区別のあるアク セント型であったために、

被験者は意味との関連においてそれらを識別する乙とができた。

しかし、B型かC型かの判断は、意味とは無関係で、それぞれの

音の持つ音調のちがいのみで判断しなければならなし、。つまり、乙

の2種類の知覚は、その判断の基準にちがいがある。

'-. 

00型アクセントの発話

被験者のアクセン トの発話の実際を知るために、被験者の発話を

収録した。 ζ乙では、京阪式アクセントの安定度をみると同時に、

特に 2拍語第5類の下降音調に着目した。

録音に用いた リストは、調査の目的から 2拍語第5類を中心とし

たもので、2拍語60単語、1拍語6単語、3拍語2単語の合計68単

語及び単文である。一枚の紙lζ 68単語を乱数配列したもの、同様

に、単文を示したリストを用意し、自然な録音を得るために被験者

自身で自分の発話を収録してもらった。単語3回、単文1回の発話

5. 

る。つまり、δ0型とδち型の判断が大阪(近畿)方言話者にとっ

て難しいものである乙とが表われている。

今回の認識調査及び自然音声による知覚実験の結果は、まさにζ

の乙とを裏付けるものである。

そして、δち型、つまり両方の拍にアクセントがある高高型の認

識が弱い被験者は、乙の型をA型に聞く。その理由として、図 11ζ

示したアクセン ト型の基本周波数曲線を見るとD型とA型は第1拍

自の高さが、ほぼ同じであり、D型の第2拍が自然の減衰による下

降を伴っているために、 A型(前lζ アクセントをおく)か、

(後lζアクセントをおく)かのどちらかに判断するとすれば、

多く A型と聞くという乙とが考えられる。
、¥

4ー 2 合成音声による近畿方言00型の知覚実験

先lζ報告した認識調査及び4つのアクセント型の知覚実験におい

て、区別がほとんどなされなかったB型について、特lζ知覚実験を

行った。若年層において、音韻論的な区別のなくなったB型と C型

についてその両者の区別がいかになされるかを調べるためである。

実験lζは合成音声を用いた。 2つのアクセン ト型について、 そ

れぞれの型のアクセント指令の時間的位置を少しずつずらす乙とに
、¥ ーー

よってB型(アメ)からC型(アメ)へ変化させである。つまり図

5に示した 1番から 11番までの 11種類の音刺激を各10個、合計

110個の音刺激をランダム配列した知覚実験用録音テープを用い

た。幻日

との録音テープを被験者に聞かせ、B型かC型かのいずれかに判

C型

より
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図3 音刺激 (B型からC型)No.l ~No. 

11の基本周波数曲線(矢印は声上げの
始端(↑)と終端(↓)の時点を示す。)3)

(σ-1 ) 

5 

4 

3 

2 

。
図4

2 3 

• 

-• .・• • • 

• 

• 

• • • 
• 

• -• 
• • 

• 
• 

• • 
• • • 

4 5 6 7 8 9 10 11 (μ) 

合成音声による B型~C型の知覚(縦軸 1<::聞とえのゆれ幅の値 (σー1)

を、横軸lζ判断境界 (μ)をとり、それぞれの値の分布を示した。〉

c'"l 
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可 4

、¥

収録単語中の類別単語及び00型lζ発話される傾向の単語

A・o(.0[>) 
第2類牙

第3類晴れ、豆、孫、垢

朝、橋、鶴、鍋、白、足袋、蛇、青、猿

Bloeう(0.[>)第5類赤、鮭、窓、声、汗、井戸、秋、鯉、鮒

雨、縦、前、黒、春、蜘妹、兄、影(蔭)

cIO. (00険料類|父、息、肩、空、海、針、舟、板、傘(笠)

DI扇 (而 )1第1類|飴

I ~向\の0型閑に発語話あれる傾障痛、、 湯図気面、、 理亀日、鰐、鳩図、 蕎嘘麦、午後、 ただ

|その他 |夜

表4である。収録した単語のうち、乙とで取り上げる 2拍語の単語を類

別11:表41ζ示した。収録した資料の処理は、筆者らが録音テープを

認取しアクセント型を決定した。

全体を通して、京阪式アクセントはよく保持されている。はじめ

に行った方言についての意識調査においても乙れらの被験者は、方

言晴好の傾向lとあった。その発話においても京阪式アクセントをよ

く保持している。

名

名

名

刀

9

7

海

(0δ-00i>) 

B'型 (00-0δ[>)

(δ0ーδ0[>)

C型

乙とで注目すべきことは、アクセント型の認識、及びその知覚に

おいて不安定であったD型、第一類の単語「飴」が、その発話にお

いては安定度が高いという乙とである。被験者34名中30名が、単

語、単文の発話を通して高高型lζ発話し、アクセント型は安定して

いる。つまり、被験者は、自分自身の発話においては正確に行って

いる型を、認識、知覚の上ではそれ程明瞭に区別できないというと

とであり、知覚の確かさと発話の安定度は必ずしも一致しないこと

がうかがえる。

逆l亡、アクセント型の発話にゆれの多い単語がある。 C型、第四

類「海」等は、B'型 (00-00[>)、もしくはA型がほぼ半数にな

っている。 A型

第四類の単文におけるアクセント型が00[>型から00[>型になる

傾向が若年層11:見られるととはとれまでに行われてきた実態調査で

も表われており、今回の調査でも同様の結果が表われた。また、 A

型lζ発話した被験者7名のうちの 5名が、その両親のいずれかが東

京式アクセント地域の出身者で、乙れは言語環境の影響によるもの
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る。 とれを し EグJレーフ。に分けてみると、 Iクツレーフ。の平均発話

回数は、 18.32固とわずかながら増える。 Eグループは、7.2固と大

変低い。
、¥

次lζ、 126田中 1回でも00型を発話した場合、'その被験者はO
、、、

O型を保持しているとみなし、 00型の保持の割合について観察し
、¥

た。結果は、単語3回発話のうち、3回を通して00型を発話した

者、3回発話中2回発話した者、 1回発話した者の3つに分けて示

した。

かと考えられた。
、、

次に、第 5類00型については、乙乙では表4rζあげた 2拍語の

うち、第 5類及ひ.0δ型iと発話される傾向lとある単語に、第3類の

「豆Jr晴れ」及び類別以外の「夜」を加えた42単語を扱った。「豆」

「晴れ」は、いずれも若年層においてはB型もしくはB'型に発話さ

れる傾向があり、今回の調査においてもその傾向が顕著であった。

豆れ晴

1
1
H
4Y
H
I
l
 

回

I グループ 10 (名) 2 3 (15名)

(本人 ・両親とも大阪)

E グ Jレ ー プ 3 。 4 (7名)

(本し人くがは一大方阪が・両他親地域も)

1 回2 回3 
、¥

00型の発話回数

全体を通して、oδ型を保持していると考えられる被験者は22名

におよんでいる。発話の頻度においてはかなり減少しているが、型

そのものは保持されていると見るととができる。 IグループとEグ

Jレープに分けてみると、 Iグループの保持率が8割近いのに対して

Eグループの保持率は 5割に満たない。またEグノレーフ。の保持者7

7 2 13 計メ弘、
ロ

また 「夜」は、地域によってアクセント型にゆれのある単語でB

型もしくはC型に発話される。

乙れらの単語を加え、2拍語42単語3回発話、合計126個の発話
、、、

における00型の発話の割合を観察した。また、ととでは、発話に

おける言語環境の問題を考えるために、被験者を、本人及びその両

親が大阪府下出身者の者(19名一 Iグループとする)と、本人が大

阪府下出身でその両親、もしくはどちらかが他地域出身者 (15名-

Eグループとする)の2つのグループに分けて集計した。
、¥

まず、 被験者34名の平均00型発話回数数は、 13.41回(標準偏

差値20.81)であった。発話の割合は低く個人差のある乙とがわか

3 

5 

23 

(名)。
7 

24 

型

型

型

A 

B 

B' 
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、¥

名のうち 5名までは母親が大阪府下の出身者であった。 00型の保

持には、被験者の両親、特lζ国親のアクセン ト型がその要因のーっ

として考えられる。

アクセント型の発話と知覚

前章で調べたアクセント型発話の結果に基づいて、第5類下降音

調の保持とアクセント型の知覚について、結果を観察した。

B型は、認識調査においては全く区別されず、近畿方言4つの型

の知覚においては、わずかに2名が区別していると見られた。合成

音声による知覚実験においては、B型かC裂かの強制判断であった

ために何らかの識別はされたが、結果は個人差の大きいものであっ

た。

そ乙で、乙乙では、アクセント型の発話における結果を基に、被

験者を木人及び両親が大阪府下出身の者(Iクソレーフ。)、本人及び

その母親が大阪府下出身の者 (IIクツレープ)と本人及びその父親が

大阪府下出身、もしくは両親が他地域出身の者 (II'グループ)の

3つのグループiζ分けた。そして、それぞれのグループにおけるB

型の発話、近畿方言4つの型の知覚と合成音声によるB型/C型の

識別についての結果を観察した。

結果は、表5fζ示した。

まず、 B型の発話についてみると、 Iグループ、つまり生粋の大

阪府下出身者が最も高く、ついでHクツレープ(本人及びその母親が

表5
、、、

近畿方言話者の00型発話回数、自然音声4つの型の

区別の正確度及び合成音声B型/C型の識別の精度の

比較(表内数字は平均、( )内は標準偏差値)

~I語回数
12.6 (15.0) 70.9 (28.6) 0.91 (0.75) 

11.8 (22.8) 71. 9 (25.7) 1.39 (1.71) 

4.6 (12.7) 79.3 (23.6) 1.17 (0.82) 

大阪府下出身)が高く、

ベて格段に低い。

II'グループは、他の2つのグループに比

知覚について見ると、発話において見られたような傾向は見られ

ず、逆lζII'グノレーフ。の正聴率が高い。

近畿方言4つの型の知覚と、合成音声B型/C型の識別には関係

が見られる、つまり、4つの型の知覚の正確な者は比較的B型/C

型の識別の精度も高い。しかし、アクセントの知覚とB型の発話に

は相関関係は見られず、 B型の発話には、むしろ、言語尉克が影響

すると考えられる。

7. む す び

国文学科の新入生を対象として、アクセントにつき一貫した調査

。、3
司4
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認識、知覚において区別されにくかったδぢ型は発話においては

アクセント型が安定している。
、¥

また、乙れらの被験者は、00型の下降音調を半数以上が保持し

ていたが、その知覚との結び付きは稀薄である。下降音調の保持の

有無は、特lζ、言語環境によるものが大きい、という乙とが発話者

本人及びその母親の出身地によって明らかになった。
、¥

今後も、 00型の下降音調及び、今回の調査において興味深い結

果の出たδち型を中心として、アクセン トの認識、知覚そして発話

についてさらに調査をすすめ、問題点を明らかにしていきたい。

1
1
何ヱ
1
4
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を行った。乙 ζではそのうち、大阪府下出身の学生34名の結果につ

いてまとめ、次のことを明らかにした。

1. 自分の話すアクセン トがどのようであるか、乙れに対する自

覚ないし認識は、話者にとって不明確なものであった。 乙とに、
、、

00型は、その発話者にも全く自覚されていなかった。次に自覚で

きにくいのは、δぢ型であった。アクセン トの知識は英語の学習に

よって得たものであり、日本語のアクセントについてはほとんど理

解ができていないととが明らかとなった。
、¥

2. 乙の稿で主として扱った00型の下降音調は、全く認識され

ていなかった。自然音声の4つの型の知覚実験においても、何らか

の区別を行ったと見られる被験者は、34名中わずかに2名であっ

た。また、合成音声による知覚実験では、強制判断であったために

何らかの識別が行われたが、その識別には個人差が大きかった。

3. 自然音声を用いたアクセン トの型の知覚実験で、被験者の多

くは2拍語の場合、アクセントが第1拍にあるか、第2拍にあるか

という形で区別しようとしている ζとがわかった。乙れは、英語の

アクセントの学習と関連があろう。 δてう型の認識及び知覚ができに

くい乙とも、乙れと関係があるかもしれない。

とのようなアクセン ト型の聴取による区別は、上記のアクセン ト

IC対する自覚ないし認識と関係があり、認識のはっきりしている者

は知覚も明確である。

4. とれらのアクセントの認識、知覚と発話との関連について

は、次のようである。
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